


客席に下りて来られた

エリックさんと一緒に、

会場は一体となって

盛り上がりました！

ありがとうございました！エコチルフェスタ 2016
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京都地区

みなさま
より

長浜地区

木津川地区

まずはバイオリンのコンサートで始まりました。お子さん
向けに妖怪ウォッチや、保護者の方向けのジャズなど、バ
ラエティ豊かなプログラムでした。生のバイオリンを見て
聴くのは初めて︕というお子さんも多かったようです。
英語の歌のコンサートでは、客席に下りて来られたエリッ
クさんに大興奮の皆さんが印象的でした。英語を知らない
小さいお子さんも、保護者の方からも「楽しかった～︕」
とご感想いただき大変嬉しく思っております。ロビーでは
各種展示の他に、身長計測コーナーもあり、大盛況でした。
皆さん大きくなっていたかな︖

夏休み終盤、まだまだ暑い中、熱い熱いエコチルフェスタに
お越しいただきありがとうございました‼
ミニシアターでは、子どもたちが3本の映像を真剣なまなざ
しで鑑賞していました。映画の中から「おしまい」と声がか
かると、会場からは自然と拍手が起こりました。
エリックさんとうたってあそぼう︕では、エリックさんの登
場から大歓声がおこり、続く演奏ではノリノリダンスを踊る
子どもたちが、あちこちで飛び跳ねていました。
調査報告の展示をご覧いただいたり、身長体重を測定いただ
いたり、私たちには皆様と交流をさせていただける貴重な機
会になりました。今後のイベントで、さらに多くの皆さまに
お目にかかれることを楽しみにしています︕

今年で3回目となりました京都ユニットセンターが企画するエコチルフェスタ。今回は子どもテレビ
番組でおなじみのエリックさんに来ていただき、コンサートを行いました。いつもはテレビで見てい
るエリックさんに会えるなんて、めったにないこと。暑い夏の1日、わくわくしながら会場に足を運
んでくださったことでしょう。3地区のそれぞれの会場で行いましたフェスタのご報告です。

木津川地区を担当しているのが同志社大学というご縁で、
今回は、同志社大学室町キャンパスにあります寒梅館ハー
ディーホールで行いました。ご家族やお友だちと一緒に、午
前午後合わせて1127人のエコチル関係者がご来場ください
ました。はじめに「リトルキッチン」「あるけ あるけ たぬ
き」「ながいながーいかみのお話」という題の短い映像を3
つ見ていただきました。会場が少し暗くなり、ドキドキし
たけど、映画館デビューができましたね。
そしていよいよお待ちかねのエリックさんの登場です。司会
のお兄さんと一緒に「エリックさ～ん︕」とみんなで声を合
わせエリックさんを呼ぶと、エリックさんはギターを持っ
て、走ってステージに出て来られました。1曲目からノリノ
リのエリックさんにつられて子どもはもちろん大人も体を
動かしながら、英語の歌を楽しみました。楽しすぎて、30
分のコンサートはあっという間に終わりました。
最後はお兄さんと一緒に、大きな声でお礼を言いました。
「エリックさ～ん︕ありがとう～︕」

　　　フェスタのお申込みハガキに、たくさんの
メッセージをお寄せいただきました︕その中から
少しだけご紹介します。フェスタの当日を迎える
まで、皆さま楽しみにお待ちいただけましたか︖

がんばるママさんより

ケーキの
アミさんより

ぺぺちゃまさんより

月と太陽
さんより

月 日（土） 同志社大学寒梅館ハーディーホール

月 日（土） 浅井文化ホール

月 日（土） 木津川市山城総合文化センターアスピアやましろ

共催︓長浜市

後援︓京都市

後援︓木津川市

　【うさ P
さんより】

去年の夏の
エコチルイ

ベントは

早めに下の
子が生まれ

て参加で

きませんで
した。なの

で、今年

がとっても
楽しみです

～！

　　　　　　　　　　【長浜地区・投稿者さんより】
いろいろなイベントのお知らせをいただいてました
が、平日が多く参加したことがありませんでした。
今回はエリックさんのイベントで、子どものテン
ションも↑↑です。楽しみにしてます。いたずらす
ると「そんなことしてたら、エリックさんにあえな
いぞ～」と言い聞かせてます。

【ゆうまあさんより】
調査に協力させていただいているといっても
年に数回回答する程度ですが、調査されてい
る方やエコチル関係者の方達とは距離がある
ので、少しでも近づけたらという思いでエコ
チルフェスタに参加させていただけたらなと
思いました。いつもありがとうございます。

【京都地区・投稿者さんより】夏のコンサートは2回参加しましたが、
いずれも楽しくって、2歳の子は0歳の
時、子守り歌のようにスヤスヤ寝てい
ました。いまでは歌や踊りが大好きな
ので、反応が楽しみです。



同志社大学 赤ちゃん学研究センター
TEL︓0774-65-6066
〒619-0225　京都府木津川市木津川台 4 丁目 1-1 同志社大学学研都市キャンパス（快風館）内

やさしい雰囲気のセンター内のお部屋の様子。
親子の皆さんにゆったりと調査にご参加いただいています。
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同志社大学 赤ちゃん学研究センター 教授
京都ユニットセンター 副センター長

小西行郎（こにし　ゆくお）

赤ちゃんの小さな身体は不思議な力に満ちていますし、
発達の過程は複雑です。ひとつの分野や視点だけで解明
できるはずがないですよね。でも、そこがおもしろい。
赤ちゃんは「育つチカラ」を備えていて、お母さんのお
なかの中にいるときからその力を発揮してます。さらに
おなかから出てきてからは身の回りにある情報を、自ら
動いて取り入れ、整理して、生きる力を鍛えていきます。
かつて赤ちゃんだった私たちも、実はその力によって生
きています。ですから「赤ちゃん学」の研究によって赤
ちゃんを知ることは、人間を知ることに通じますね。

　　　　　ホームページで「赤ちゃん研究員」の募集を
見つけました。ネーミングに惹かれて、思わず募集に見
入ってしまいました。・・・・でも、先生。「赤ちゃん」って、
どのくらいの年齢の子どもことをいうのでしょうか︖
私はつい、「ゆうも、まだまだ赤ちゃんねぇ～」といっ
た感じで使っているのですが。
　　　　　一般的には「赤ちゃん」とは乳児、つまり 1
　　　　　歳くらいまでを指します。が、先にお話した
　　　　　ように「赤ちゃん学」ということで、その幅
は広がります。人間の成長（発達）は区切ってはわかり
ませんからね。赤ちゃん学研究センターでは成人の研究
もしています。研究の内容によって対象の月齢や年齢が
違ってくるので、もしかすると 3 歳のゆうくんにも
お願いすることがでてくるかもしれないね。

　　　　　え︕ほんとうですか︖そんな
機会がありましたら、ぜひお声がけください。

　　　　　センターでは、赤ちゃんの「ひとりごとの研
究」もされているんですね。そういえば、ゆうも４か月
くらいの時、「うー」とか「あー」とか言ってたのを思
い出して、何だか懐かしくて。そして、こんな身近なこ
とを切り取り「研究」しているんだなと知って、嬉しく
なりました。私もゆうと一緒に参加したかったな・・・・。
研究に参加している親子の皆さんは、どんな様子なんで
すか︖
　　　　　お母さんは、赤ちゃんの可愛らしい声やおは
　　　　　なしを始めたばかりのことばに、一緒に声を
　　　　　合わせてみたことがあるでしょう。歌ったり
歓声をあげたり、人が声を合わせることにはお互いの結
びつきを強める効果があるといわれていますが、人間の
この行動の意味を赤ちゃんとの声合わせを通じて探って
います。
他にも、「赤ちゃんは人の顔がどれくらいわかっている
の︖」「赤ちゃんは医者嫌い︖」「赤ちゃんの人見知りは
なぜおこるの︖」「赤ちゃんはどうやって物をえらぶの
かな︖」など、各研究者がテーマにそって、たくさんの
赤ちゃんに研究室に来てもらって調査をしています。赤
ちゃんのことを深く理解することで育児や保育ももっと
楽しくなるはずです。子どもたちは周りの人たちに働き
かけて育ちます。そうしたことを理解するだけでも、子
どもたちとのおつきあいが変わってくるでしょう。子ど
もの発達への正しい理解が子どもたちの健やかな成長に
とって大切だという思いで、皆、研究を続けています。
1 時間ぐらいの調査が終わる頃、場所にもスタッフにも
慣れた赤ちゃんが楽しそうに遊んでいて、お母さんが笑
顔で研究者やスタッフと話されているのを見ると、お母
さんにとっても束の間の息抜きの時間になっているのか
なと、嬉しく思います。

　　　　先生はお子さんが４人もいらっしゃるとのこと。
子育て中は、目が回るような毎日だったと思うのですが、
子育て世代のエコチルママにメッセージをお願いします︕

　　　　７人の孫に囲まれて、ようやく自分の子育てが一
　　　　段落したように思えています。「育児」なんてこと
　　　　を考える間もなく、毎日、子どもたちと格闘しな
がら、何がなんだかわからないまま過ぎていきました。育
児だけが格別に大変だということではなく、生きるという
ことはそういうことだと思います。とにかく目の前の、や
るべきこと、やらねばならないことに無我夢中で取り組ん
でいるうちに過ぎて行く。ふと振り返ってみれば、そんな
日々が「今にして思えばよかった」と言えるのでしょう。
夢中になれる時が一番しあわせだとも思います。
子育て中のママたちには、あまりむずかしいことは考えず
に「とにかく前を向いて進むだけ」というメッセージを送
ります。もちろん、わが子と一緒に・・・・です。
振り返れば、楽しいことしか残らないものですよ。

　　　　　私たちも、こうやって少しずつお出
かけの範囲が広がるようになりましたが、まだ
まだ格闘の毎日です。でも、先生にお話を
お伺いすることができて、
ほっとしました。
小西先生、今日は
ありがとうございました︕

　　　　　私は京都市左京区のエコチル参加者なので、
木津川地区には初めて来ました。ここも「京都ユニット
センター」なんですよね︖あれ︖︖ でも、建物の入り
口には「赤ちゃん学研究センター」って、書いてありま
すね・・・・。「エコチル調査京都ユニットセンター」と「赤
ちゃん学研究センター」は、どんな関係があるのですか︖

　　　　　同志社大学赤ちゃん学研究センターは京都大
　　　　　学と一緒に、京都ユニットセンターとしてエ
　　　　　コチル調査を進めています。京都大学は京都
地区、長浜地区の担当ですが、同志社大学赤ちゃん学研
究センターは京都府南端の木津川市にあり、木津川地区
でリクルートをさせていただいた参加者の皆さんを担当
しているんです。
　　　　　

　　　　　そうだったんですね。何だか親しみがわいて
きました。今回、私は「赤ちゃん学」という言葉を初め
て聞きました。赤ちゃんの勉強︖赤ちゃんの学問・・・・︖
いったい、どんな研究をしているんですか︖

　　　　　「赤ちゃん学」の「赤ちゃん」は「ヒトのはじ
　　　　　まり」を象徴してます。私たちがどうやって
　　　　　できあがっていくのか、その最初から発達の
メカニズムをひもといてゆきたい、そう考える研究者が
さまざまな角度から研究を進めています。ですから「赤
ちゃん学」は、たくさんの研究分野が融合しなければな
りません。

Q１「エコチル調査京都ユニットセンター」
と「赤ちゃん学研究センター」って、
どんな関係があるのですか︖

Q2 「赤ちゃん学」って、どんな研究をして
いるんですか︖

Q3 「赤ちゃん」って、何歳くらいまでの子ど
ものことをいうのでしょうか。

Q4 研究に参加している親子の皆さんは
どんな様子ですか︖

Q5 最後に、エコチルママへのメッセー
ジをお願いします︕

小西先生

A

小西先生

A

小西先生

A

小西先生

A

小西先生

A

えこさん

えこさん

えこさん

　　　こんにちは。やっと秋になりましたね！
　「食欲満開～！」のえこです。
ゆうも 9月のお誕生日で 3歳になりました。
今日は、二人で「同志社大学赤ちゃん学研究センター」の
小西行郎先生へインタビューするために木津川市に来て
います。京都市内から少し離れているけれど、
　ひさびさの秋のお出かけに、
　ワクワク・・・。
　 　小西先生、今日は、
　　よろしくお願いします。

同志社大学　赤ちゃん学研究センターに行ってきました！

えこさん

えこさん

えこさん

えこさん
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おたより、ありがとうございました
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ひよピースさんより

ゆきんこさんより

木津川地区
投稿者さんより

長浜地区
投稿者さんより

すずらんさんより

かおりんさんより

あおっちさんより

しろくまさんより

Ｙ＆Ｒさんより

あきおさんより

みきたくさんより

ちーちゃんさんより

なっちゃんさんより 　エコチルキッズたちの
イラストや作品もたくさん︕
どの作品も、それぞれステキ︕

みのむしさんより

マーママさんより

貴重な研究に
参加できたこと、
嬉しく思っています。
新たな研究成果が
出ることを楽しみに
しています！

はんなさんより

たくさんのエコチルキッズ
たちと一緒に成長している・・・
と思うと、いつも心強いです。
　イベントも、楽しみに
　　　しています！

　　半年に一度、調査が来るたびに、
　4歳になる娘がどのくらい成長したかを
改めて知る良い機会となっています。
そんなお姉ちゃんがやることを見てやりたがる、
調査を受けていない下の子（1歳）が邪魔して
娘が怒ってケンカに・・・・
そんなことが出来るようになったのを見るこ
　とができるのも、この調査のおかげ？（笑）
　　　と、ありがたく思っています。

成長を確認できる
良い機会になっていて
ありがたいです。

京都地区
投稿者さんより

　いつも、エコチルからの手紙を
楽しみにしています。入場無料のイベントも
企画してくださり、本当に参加して良かった
と思います。今後、食育のイベントがあれば
良いのになと思います。子どもが成長するに
　　つれ、栄養面に関して手さぐり状態で　
　　　　　　毎日食事を作って
　　　　　　　　　いるので・・・。

じょんさんより

いつも参考になる子育て
情報や楽しいイベント企画、
ありがとうございます。

ハルママさんより
娘はエコチル封筒が届くと

「問題出して～！！」と
近寄ってきます。
クイズみたいで
楽しいみたいです。

パンダ大好き姉妹さんより

うさＰ

うさみ

ＨＹさんより

エコチ
ル

カレン
ダーの

しましまさんより

http://ecochil-kyoto.jp/
　　　　　　 ecochilkids/

エコチルキッズの日々の
様子を、写真やコメント
で紹介したり、イラスト
を投稿してみませんか︖
エコチル京都のホームペ
ージ内の「それゆけエコ
チルキッズ」は、エコチル

そ
の
中
よ
り
︑

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

うさＰや、うさみの似顔絵を
描いてくれたキッズもいるわ。
うれしい～。ホームページの
投稿欄にもぜひ投稿してね︕
　　　これまでいただいた
　　　メッセージも掲載
　　　しています。

まりんこ
さんより

ふろく

調査にご参加されているみなさまの投稿コーナ
ーです。たくさんのご投稿、お待ちしています。

で
で

あそ
ん

くれまし
た




